
パソコンからの方

　これは、9月に町で開催された防災講演会の中で、講師の片田敏孝氏が唱えた「避難３原則」です。
今年3月11日の東日本大震災で、政府が岩手・宮城・福島3県の被災状況を調査したところ、被災者の
42％が大津波警報を聞いても避難せず、また半数以上が車で避難し、渋滞に巻き込まれていたことが判
明しました。こうした災害での事例や過去の教訓から、「自助」を基盤とした「共助」・「公助」により、
災害時に被害を最小限に抑える減災社会づくりを目指します。
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　町では、災害に強いまちづくりとして、地域防災計画の修正や防災会議条例の見直し、自主防災組織の結成など、
防災体制の強化に向けてさまざまな取組みを行っています。

1 想定にとらわれるな　2 最善をつくせ　3 率先避難者たれ

災害に強いまちを目指して ～「自助」を基盤とした「共助」・「公助」で減災社会を～

セーフコミュニティニュース 第20号
月 刊 ～世界の安全は“みのわ”から～ ない身体能力を知ること

ができ、安全な運転操
作につながると考えてい
ます。
　今後も各種団体の協
力をいただき開催する予
定ですので、是非ご参加
ください。

体験型交通安全講習を開催しました
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避難地・避難所の確認と非常持出品の準備を避難地・避難所の確認と非常持出品の準備を

　阪神淡路大震災の死者のうち、実に87.7％
（4,831人）の方が、家屋・家具類の倒壊や転倒
による圧死で亡くなっています。
　町では、町内で昭和56年5月31日以前に建て
られた木造家屋に対して、無料耐震診断の実施と、
診断を実施された方へ耐震補強のための改修工事
の補助を行っています。
※なお、今年度はすでに定員に達したため、来年
度以降の実施となります。
　詳しくは、下記へお問合せください。
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家具の転倒防止対策をしましょう

本棚は百科事典や全集など重
い書物、食器棚は陶器やガラ
スの大皿など、重いものを低
い所に入れて重心を下げる

家具の前下部と床の間に細
長いシートや板を挟み、壁
に寄り掛からせることで重
心を後ろに移す

家具の上にゴムシートを敷い
て滑らないようにして衣類
ケースなどを置き、隙間に新
聞紙などをしっかり挟み込む

http://www.town.minowa.nagano.jp/

　11月9日、交通事故防止のため、交通安全体験車「チャレンジ号」を活用した体験
型交通安全講習を役場駐車場で開催しました。この講習によって、自分が気付いてい

建設水道課　建設管理係　☎79-3111（内線175）
問合せ先

保健福祉課　福祉係　☎79-3111（内線127）問合せ先

避難３原則

情報サービスをご利用ください
　町では、正しい情報を町民のみなさんに早く正確にお知らせするため、
防災行政無線をはじめ、音声告知放送や緊急情報のメール配信サービスを
行っています。まだ登録されていない方は、この機会に登録されることを
お勧めします。

※防災マップ、音声告知放送の加入申込は役場総務課で受け付けています。
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　東日本大震災以降も全国各地で地震が多発しています。県内にも大きな
被害を及ぼすと推定される東海地震は、30年以内にマグニチュード8程度
の地震が発生する確率が87％と非常に高く、町西部や中心部を縦断する伊
那谷断層帯も、今後マグニチュード７級の地震が発生する可能性もあるとさ
れています。
　町では、避難地・避難所や非常持出品のチェックリストなどをまとめた
防災マップを昨年全戸に配布しました。日頃の防災活動にお役立ていただき、
いざという時に備え、各自・各ご家庭での準備をお願いします。

障がいのある方や一人暮らしの高齢者等を地域で守る

家屋の耐震補強はお済みですか？
「無料耐震診断」と「耐震補強補助」

を行っています《 》
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次回の箕輪町のすがたは
12月24日（土）掲載予定です。

今月は、災害に強いまちづくりの取組みと
家庭でできる防災対策などについてご紹介します。
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総務課 総務広報係まで
（内線104）


